






























部の水ポテンシャルは -3.8 MPa（38 気圧相当の圧力で引っ張っている）にまで低下する
ことがわかった（吉村ほか、未発表）。水を通す管である道管にそれだけ強い陰圧がかかる
と空気が入り込み、これが道管内に詰まることにより通水欠損が生じ（Tyree & Sperry, 
1988）、結果的に樹木は枯死に至ることがある（Hoffmann et al., 2011）。しかし一方で、通
水欠損後に降雨や潅水によって通水機能が回復することが確認されており（Salleo et al., 
1996）、そのメカニズムとして通水欠損を起こした道管内に可溶性糖類が注入され、水が浸






本報告では気象庁父島測候所の気象官署データを解析に用いた。1990 年から 2015 年ま
でのデータから短波放射・長波放射量を推定し、Penman-Monteith 式の改良版 FAO 基準
蒸発散量（Allen et al., 2008）を求めた。
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ただし、ETo は FAO 基準蒸発散量（mm d-1）、Δ は飽和水蒸気曲線の傾き（kPa K-1）、
Rn は純放射（MJ m-2 d-1）、G は地中熱流量（MJ m-2 d-1）、γ は乾湿計定数（kPa K-1）、
T は気温（K）、U は風速（m s-1）、es は飽和水蒸気圧（kPa）、ea は水蒸気圧（kPa）を示












サンプリングによる問題点（Sperry, 2013; Wheeler et al., 2013）が生じる点を考慮して夜
明け前にサンプリングをおこなった。枝の切断後すぐに水中で二度切りして実験室に持ち
帰った。Sperry et al. （1988）の手法に従い、20 mM 塩化カリウム溶液を用いて 5 kPa の
圧力下での流量を測定した後、100 kPa の圧力で道管内の空気を追い出して再度流量を測
定した。空気を追い出す前後の流量の差から通水欠損の度合い（PLC）を定量化した。









降水量と基準蒸発散量の差には 3 月と 7 月の年 2 回乾燥する時期があり、5 月と 9 月に
湿潤期があるという季節性がみられた（図 1）。しかし、2015 年のように 5 月の降水量が少
ない年には春の乾燥と夏の乾燥がつながることにより乾燥が長期化する年もみられる。ま











の樹木の観察結果からも 2011 年と 2015 年には野外で樹木の乾燥被害が確認され概ねこの
ような気象データから予測される事象と一致した。また、乾燥年と湿潤年のサイクルは交



























































年では春の乾燥の後に 5 月から 6 月の湿潤期を経て 7 月の乾燥期を迎えるが、初夏に湿潤
にならずに春と夏の乾燥期が連続すると土壌の水分状態や植物体内の炭水化物の蓄積が不
十分な状態で夏の乾燥を迎えることになり、乾燥被害が生じやすくなると考えられる。ま
た、これまでの傾向から乾燥年は 2 年ないし 3 年続くことが多く、強度乾燥により通水欠
損、炭水化物の枯渇、枝の枯死が起こった際にそれらの機能が復活しなければ翌年の乾燥
において大きな被害を受ける可能性がある。2016 年の夏は強い乾燥が生じ乾性低木林の樹
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